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『
文
選
』
の
正
文
と
注
文
に
お
け
る
訓
点
の
異
同
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

─
─
「
西
京
賦
」
を
例
に
し
て
─
─

佐
藤　
　

進

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

日
本
に
お
け
る
『
文
選
』
の
伝
来
、
読
解
、
利
用
の
歴
史
は
か
な
り
古
く
、
文
章
内
部
に
影
響
を
認
め
る
内
証
と
し
て
は
、
聖
徳
太
子
の
十
七

条
憲
法
（
推
古
朝
十
二
年604

）
に
『
文
選
』
の
語
句
の
利
用
が
見
ら
れ
る
と
い
い
、
ま
た
、
外
証
と
し
て
史
籍
に
と
ど
め
る
書
名
を
求
め
る
な

ら
、『
令
義
解
』（883

年
）
に
引
く
養
老
律
令
（757

年
）・
選
叙
令
（
秀
才
進
士
条
）
に
は
「
進
士
取
明
閑
時
務
、
并
讀
文
選
爾
雅
者
（
引
用

者
：
進
士
は
明
ら
か
に
時
務
に
閑
（
な
）
れ
、
并
び
に
文
選
爾
雅
を
讀
む
も
の
を
取
れ
）」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
（
岡
田

1954,p.171

、
ま
た
小
島1962,pp.81-82

な
ど
）。
ま
た
、
李
善
注
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』（
養
老
四
年720

）
の
編
纂
、
こ
と
に
そ
の
文

体
の
潤
色
に
あ
た
っ
て
、
李
善
注
を
利
用
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
と
い
う
調
査
が
あ
る
（
小
島1962,pp.358-368

な
ど
）。

　

奈
良
朝
に
あ
っ
て
『
文
選
』
を
訓
読
に
よ
っ
て
読
ん
だ
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
九
条
本
文
選
（
九
条
家
伝
来
の
無
注
本
三
十
巻
系
統

『
文
選
』
残
巻
）
の
和
訓
に
見
え
る
「
書
記
の
樣
式
や
語
彙
語
法
」
が
奈
良
朝
の
訓
読
語
の
残
存
で
あ
る
と
い
う
判
断
に
よ
っ
て
、
訓
読
で
読
ん

だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
小
林1967,p.524

）。
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い
ま
我
々
が
手
軽
に
利
用
す
る
『
文
選
』
の
訓
読
は
慶
安
五
年
（1652

）
初
版
、
寛
文
二
年
（1662

）
重
刊
の
『
六
臣
註
文
選
』
の
そ
れ
で
あ

る
（
寛
文
版
は
、
慶
安
版
の
刊
記
を
埋
木
で
改
め
た
だ
け
で
、
内
実
は
慶
安
版
と
同
版
で
あ
る
と
い
う
、
斯
波1957,p.80

）。
こ
こ
に
付
さ
れ
た

訓
点
は
、
右
の
九
条
本
や
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
蔵
宋
明
州
刊
本
（
足
利
学
校
第
九
代
庠
主
・
三
要
の
加
点
）・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宋
贛
州
刊
本

な
ど
と
基
本
的
に
は
同
じ
も
の
で
、
し
か
も
、
有
注
の
足
利
本
・
書
陵
部
本
の
正
文
訓
点
は
必
ず
し
も
底
本
の
注
文
に
依
拠
せ
ず
、
菅
家
な
ど
博

士
家
旧
伝
の
訓
点
を
移
点
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
（
斯
波1957,p.43

お
よ
び
同
書p.79

）。

　

し
か
し
、
影
印
『
和
刻
本
文
選
』
の
長
沢
規
矩
也
の
解
説
に
は
「
こ
の
本
の
訓
點
が
と
き
に
三
要
の
點
と
一
致
せ
ず
、
同
じ
訓
讀
で
も
假
名
の

多
少
の
差
が
あ
る
こ
と
は
、
底
本
が
足
利
本
に
據
つ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
。
恐
ら
く
、
こ
の
慶
安
刊
本
の
上
梓
に
當
つ
て
は
、
訓
點
を
底

本
に
移
冩
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
加
點
の
明
刊
本
を
底
本
に
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
刊
行
の
底
本
に
す
る

こ
と
と
訓
読
を
移
点
す
る
こ
と
と
は
、
必
ず
し
も
同
じ
こ
と
を
意
味
し
な
い
う
え
に
、
こ
の
推
測
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
加
點
の
明
刊
本
」
の
訓
点

が
三
要
点
を
移
点
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
よ
う
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
不
敏
に
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研

究
が
あ
る
こ
と
を
聞
か
な
い
。

　

さ
ら
に
厄
介
な
こ
と
で
あ
る
が
、
足
利
本
も
書
陵
部
本
も
正
文
に
は
訓
点
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
注
文
に
は
訓
点
が
つ
い
て
い
な

い
（
書
陵
部
本
に
つ
い
て
は
吉
田1959

）。
李
善
注
の
訓
点
を
確
認
す
る
に
は
、
江
戸
期
の
慶
安
本
や
寛
文
本
を
ひ
も
と
く
ほ
か
に
方
法
が
な
い

の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、『
文
選
』
正
文
の
う
ち
、
李
善
注
に
最
も
数
多
く
引
用
さ
れ
た
張
衡
「
西
京
賦
」（
富
永1996,p.xxiii

）
の
正
文
と
李
善
注
所
引
の

西
京
賦
の
訓
点
を
対
照
し
て
、
そ
れ
ら
の
間
に
い
か
な
る
異
同
が
あ
る
か
を
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
李
善
注
の
な
か
二
三
〇
箇
所
で
、「
西
京

賦
」
の
な
か
の
一
六
八
句
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
相
互
の
異
同
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奈
良
平
安
期
の
古
点
を
引
き
継
い
だ
と
い
う

正
文
の
訓
読
と
、
恐
ら
く
そ
れ
と
は
別
の
伝
承
過
程
を
有
し
た
で
あ
ろ
う
李
善
注
の
訓
読
の
相
違
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、

正
文
と
双
行
夾
注
を
有
す
る
刊
本
の
上
梓
に
あ
た
っ
て
、
夾
注
の
訓
点
に
い
か
な
る
省
略
が
行
わ
れ
た
か
、
そ
の
傾
向
を
知
る
こ
と
に
も
な
る
。
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二　

西
京
賦
本
文
と
李
善
注
所
引
西
京
賦
の
訓
読

【
凡
例
】

（
一
）�

調
査
の
底
本
は
家
蔵
の
寛
文
二
年
（1662

）
版
『
六
臣
註
文
選
』
で
あ
る
が
、
汲
古
書
院
影
印
の
慶
安
五
年
（1652

）
版
を
も
参
照
し

た
。

（
二
）
行
頭
の
番
号
は
李
善
注
に
引
用
の
あ
る
西
京
賦
を
摘
録
し
た
通
し
番
号
で
あ
る
。

（
三
）
通
し
番
号
の
次
の
た
と
え
ば1･b7

は
、
西
京
賦
が
収
録
さ
れ
る
寛
文
版
（
＝
慶
安
版
）
文
選
の
第
一
丁
、
ウ
ラ
七
行
目
の
意
で
あ
る
。

（
四
）�

同
じ
行
に
本
文
原
文
、
本
文
訓
読
と
続
く
。
本
文
訓
読
に
二
種
の
訓
読
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
そ
れ
を
次
行
に
【　

】
で
示
し
た
（
26
な

ど
）。

（
五
）
訓
読
は
、
正
文
注
文
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
書
き
下
し
文
で
表
記
し
た
。

（
六
）
書
き
下
し
の
表
示
は
、
訓
読
み
は
ひ
ら
が
な
で
示
し
、
音
読
み
で
字
音
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
（　

）
内
に
カ
タ
カ
ナ
で
示
し
た
。

（
七
）
助
詞
助
動
詞
及
び
活
用
語
尾
は
カ
タ
カ
ナ
で
示
し
、
和
訓
の
語
幹
部
分
は
ひ
ら
が
な
で
示
し
た
（
便
宜
的
処
置
に
過
ぎ
な
い
）。

（
八
）
原
書
で
送
仮
名
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
推
定
で
〔　

〕
の
中
に
入
れ
て
示
し
た
。

（
九
）
本
文
・
李
善
注
と
も
に
音
合
符
は
【-

】
で
訓
合
符
は
【_

】
で
表
わ
し
た
。

（
十
）�

通
し
番
号
の
次
行
か
ら
李
善
注
を
掲
げ
る
。
行
頭
の
数
字
は
、
た
と
え
ば14･3b

は
巻
十
四
三
丁
ウ
ラ
に
当
該
句
が
所
在
す
る
意
で
あ

る
。

（
十
一
）
以
下
の
十
二
条
は
西
京
賦
と
し
て
引
用
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
（　

）
に
入
れ
た
賦
題
が
出
典
な
の
で
調
査
の
対
象
外
と
し
た
。

　
　

6･11a�

備
致
嘉
祥
（
東
京
賦
）�

7･20b�

具
惟
帝
臣
（
東
京
賦
）�

7･28b�

勸
穡
於
原
陸
（
出
典
不
詳
）
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11･47b�

金
鉤
銜
璧
、
是
爲
列
錢
（
西
都
賦
）�

11･55a�

表
賢
簡
能
（
東
京
賦
）�

13･23b�

眇
天
末
以
遠
期
（
東
京
賦
）

　
　

28･41a�

龍
輈
華

（
東
京
賦
）�

31･1a�

南
望
杜
灞
、
北
眺
五
陵
（
西
都
賦
）

　
　

36･9b�

慨
長
思
而
懷
古
（
東
京
賦
）�

38･18a�

歩
毀
垣
而
延
竚
（
西
征
賦
）�

46･34b�

葩

曲
莖
（
東
京
賦
）

　
　

54･36a�
區
宇
乂
寧
（
西
都
賦
）

№�

丁･

行�

本
文�

本
文
訓
読
【
又
読
】

　
　

注
巻･

丁
表
裏�

�

注
書
き
下
し�

コ
メ
ン
ト

1�
1･b7�

學
乎
舊
史
氏�

舊
史
氏
ニ
な
ら
ヘ
リ

�
14･3b�

�
舊
史
氏
ニ
學
〔
フ
〕�

學
、
訓
読
み
な
し
、
送
仮
名
な
し

2�
2･a1�

夫
人
在
陽
時
則
舒�
夫
レ
人
陽
ノ
時
ニ
在
テ
ハ
や
す
シ

�
55･13a�

�

人
陽
ノ
時
ニ
在
〔
テ
〕
舒�

在
・
舒
、
送
仮
名
な
し

3�
2･a1�

在
隂
時
則
慘�

隂
ノ
時
ニ
在
テ
ハ
う
れ
フ

�
55･13a�

�

隂
ノ
時
ニ
在
〔
テ
〕
慘
〔
フ
〕�

在
・
慘
、
送
仮
名
な
し

4�
2･a8�

小
必
有
之�

小
ナ
ル
モ
必
之
レ
有
リ

�
16･1b�

�

小
ナ
ル
モ
必
之
レ
有
リ�

同
文

5�
2･b2�

大
亦
宜
然�

大
ナ
ル
モ
亦
宜
ク
然
ル
ベ
シ

�
16･1b�

�

大
ナ
ル
モ
亦
宜
ク
然
ル
ベ
シ�

同
文



『文選』の正文と注文における訓点の異同について

— 51 —

6�
2･b8�

周
即
豫
而
弱�

周
ハ
豫
ニ
即
テ
弱
シ

�
4･1b�

�

周
ハ
豫
ニ
即
テ
弱
シ�

同
文

7�
3･b1�

綴
以
二
華�

め
ぐ
ら
ス
ニ
二-

華
ノ
や
ま
ヲ
以
せ
リ

�
10･20b�

�

綴
ス
ニ
二-

華
ヲ
以
す�

綴
、
訓
な
し
。
二
華
「
ノ
や
ま
」
な
し

8�
3･b1�

巨
靈
贔
屓�

巨-

靈
ノ
お
ほ
か
み
贔-

屓
ト
ち
か
ら
お
こ
シ
テ

�
5･10a�

�

巨-

靈
贔-

屓
ス�

巨
靈
、
贔
屓
、
文
選
読
み
な
し
（
贔
屓
ス
）

�
10･20b�

�

巨-

靈
贔-

屓
シ
テ�

巨
靈
、
贔
屓
、
文
選
読
み
な
し
（
贔
屓
シ
テ
）

9�
3･b2�

髙
掌
遠
蹠�

掌
ヲ
髙
シ
蹠
ヲ
遠
シ

�
10･20b�

�

掌
ヲ
髙
シ
蹠
ヲ
遠
シ
テ�

…
シ
→
シ
テ

10�
3･b2�

以
流
河
曲�
以
テ
河-

曲
ヲ
流
セ
リ

�
10･20b�

�
以
テ
河-

曲
ヲ
流
セ
リ�

同
文

11�
3･b8�

隔
閡
華
戎�

華-
戎
ヲ
へ
だ
テ
か
ぎ
レ
リ

�
10･22a�

�

華-

戎
ヲ
隔
テ
閡
テ�

隔
閡
、
訓
な
し

12�
3･b8�

岐
梁
汧
雍�

岐-

梁
汧
（
ケ
ン
）
雍
あ
テ

�
10･22a�

�

岐-

梁
汧-

雍
ア
リ�

ア
リ
（
終
止
形
）

�
56･25a�

�

岐-

梁
汧-

雍
あ
ツ
テ�

ツ
の
挿
入
（
促
音
便
）

13�
4･a4�

陳
寳
鳴
鷄
在
焉�

陳-

寳
鳴-

鷄
ノ
な
ル
か
み
ひ
か
ル
か
み
在
リ

�
56･25a�

�

陳-

寳
鳴-

鷄
在
リ�

文
選
読
み
な
し

14�
4･a5�

於
前
則
終
南
太
一�

前
ニ
ハ
終-

南
ノ
や
ま
太-

一
ノ
や
ま



日本漢文学研究４

— 52 —

�
10･22b�

�

前
ニ
ハ
終-

南
太-

一�

ヤ
マ
の
補
読
な
し

�
11･26a�

�

終-

南
太-

一�

合
符
の
み

15�
4･a6�

隆
崛
崔

�

隆-

崛
崔-

ト
た
か
ク
さ
か
シ
ウ
シ
テ

�
11･26a�

�

隆-

崛
崔-

タ
リ�

文
選
読
み
な
し

16�
4･a6�

隱
轔
鬱
律�

隱-

轔
鬱-

律
ト
か
た
た
が
ひ
ナ
リ

�
22･35b�

�

隱-

轔
鬱-

律�

文
選
読
み
な
し
、
合
符
の
み

17�
4･b1�

連
岡
乎

冢�

を
か
ヲ

冢
（
チ
ョ
ウ
）
ニ
連
ネ

�
10･22b�

�

崗
ヲ

冢
ニ
連
ヌ�

崗
に
訓
な
し
、
冢
に
字
音
な
し

18�
4･b5�

於
後
則
髙
陵
平
原�

後
ニ
ハ
髙-

陵
平-

原
あ
リ

�
10･22b�

�

後
ニ
ハ
髙-

陵
平-

原
あ
リ�

同
文

19�
4･b6�

澶
漫
靡
迤�
澶-

漫
ト
ひ
ろ
ク
お
お
き
ニ
シ
テ
靡-

迤
ト
な
な
め
ニ
シ
テ

�
30･10b�

�
澶-
漫
靡-

迤�

文
選
読
み
な
し
、
合
符
の
み

20�
4･b9�

其
遠
則
有
九

甘
泉�

其
ノ
遠
ニ
ハ
九-

甘-

泉
有
リ
テ

�
10･46b�

�

九-

甘-
泉�

九

甘
泉
の
み
切
り
出
し

21�
5･a1�

涸
隂
沍
寒�

涸-

隂
ニ
シ
テ
さ
ヘ
寒
シ

�
10･46b�

�

涸-

隂
ニ
シ
テ
さ
ヘ
寒
シ�

同
文

22�
5･a8�

寔
為
地
之
奥
區
神
臯�

ま
こ
と
ニ
地
ノ
奥-

區
神-
皐
ナ
リ
ト
す

�
10･23b�

�

ま
こ
と
ニ
地
ノ
奥-

區
神-

皐
ナ
リ
ト
す�

同
文
（
ス
、
爲
の
右
下
）

�
46･31b�

�

寔
ニ
地
ノ
奥-

區
神-

皐
ナ
リ
ト
為�

寔
、
ニ
の
送
仮
名
あ
り
。
為
、
読
仮
名
な
し
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�
59･35a�

�

實_

惟
地
奥-

區
神-

皐�

寔
作
實
・
為
作
惟
、
返
点
な
し

�
60･7b�

�

寔
ニ
惟_

地
ノ
奥-

區
神-

皐
ナ
リ�

為
作
惟

23�
5･a9�

昔
者
大
帝
悦
秦
繆
公
而
覲
之�

昔
シ
大-

帝
秦
ノ
繆
公
ニ
悦
シ
メ
テ
覲
す

�
6･35b�

�

大-

帝
秦
ノ
繆
公
ニ
説
〔
シ
メ
テ
〕
覲
す�

悦
作
説
、
送
仮
名
な
し

24�
6･a5�

天
啓
其
心�

天
其
ノ
心
ヲ
啓
テ

�
44･30a�

�

天
其
ノ
心
ヲ
啓
〔
テ
〕�

啓
、
送
仮
名
な
し

25�
7･a1�

經
城
洫
營
郭
郛�

城-

洫
ヲ
經
シ
郭-

郛
ヲ
つ
く
ル

�
�

�

【
城-

洫
ヲ
た
テ
郭-

郛
ヲ
つ
く
ル
】

�
6･21a�

�

城-

洫
ヲ
經
〔
シ
〕�

經
、
送
仮
名
な
し

26�
7･a1�

取
殊
裁
於
八
都�
殊
ナ
ル
つ
く
り
ヲ
八-

都
ニ
取
ル

�
6･12a�

�
殊
ナ
ル
裁
リ
ヲ
八-

都
ニ
取
ル�

裁
、
送
仮
名
の
み

27�
7･b1�

正
紫

於
未
央�

紫-
宮
ヲ
未-

央
ニ
正
シ
テ

�
7･10b�

�

紫-

宮
ヲ
未-
央
ニ
正
〔
ス
〕�

正
、
送
仮
名
な
し

�
21･7a�

�

紫-

宮
ヲ
未-
央
ニ
正
〔
ス
〕�

正
、
送
仮
名
な
し

�
56･24a�

�

紫-

宮
ヲ
未-

央
ニ
正
〔
ス
〕�

正
、
送
仮
名
な
し

28�
7･b4�

表
嶢
闕
於
閶
闔�

嶢-

闕
ヲ
閶-

闔
ニ
表
ス

�
7･10b�

�

嶢-

闕
ヲ
閶-

闔
ニ
表
ス�

同
文

�
56･24a�

�

嶢-

闕
ヲ
閶-

闔
ニ
表
〔
ス
〕�

表
、
送
仮
名
な
し

29�
7･b4�

疏
龍
首
以
抗
殿�

龍-

首
ヲ
お
さ
メ
テ
以
テ
殿
ヲ
あ
ゲ
タ
リ
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�
22･20a�

�

龍-

首
ヲ
お
さ
メ
テ
以
テ
殿
ヲ
抗
〔
グ
〕�

擧
、
送
仮
名
な
し
、
善
曰
廣
雅
曰
抗
擧
也

�
46･32b�

�

龍-

首
ヲ
お
さ
メ
テ
以
テ
殿
ヲ
あ
ゲ
タ
リ�

同
文

30�
7･b9�

蔕
倒
茄
於
藻
井�

さ
か
さ
ま
ナ
ル
は
ち
す
ヲ
藻-

井
ニ
ね
ざ
シ

�
�

�

【
さ
か
さ
ま
ナ
ル
は
ち
す
ヲ
藻-

井
ニ
ほ
ぞ
つ
ケ
リ
】

�
6･14a�

�

倒
ナ
ル
は
ち
す
ヲ
藻-

井
ニ
ね
ざ
シ�

倒
、
送
り
の
み
。
蔕
、
ね
ざ
し

�
11･48a�

�

倒
ナ
ル
は
ち
す
ヲ
藻-

井
ニ
蔕
〔
シ
〕�

蔕
、
訓
な
し
・
送
仮
名
な
し

31�
7･b9�

披
紅
葩
之
狎
獵�

紅
ノ
は
な
び
ら
ノ
狎-

獵
ト
か
さ
な
レ
ル
ヲ
披
ケ
リ�

�
6･14a�

�

紅
ノ
葩
ヒ
ラ
狎-

獵
ヲ
披
ケ
リ�

狎
獵
、
文
選
読
み
な
し

32�
8･a6�

彫
楹
玉

�

ゑ
と
レ
ル
は
し
ら
玉
ノ
つ
み
い
し

�
�

�

【
ゑ
レ
ル
は
し
ら
玉
ノ
つ
は
み
い
し
】

�
11･49a�

�
雕
レ
ル
楹
ラ
玉
ノ

シ�

彫
作
雕
、
楹
ラ
、

シ

�
31･10b�

�
彫-
楹
玉-

�

合
符
の
み

33�
8･a6�

繡
栭
雲
楣�

ぬ
ひ
も
の
ノ
と
か
た
雲
ノ
ま
く
さ

�
31･10b�

�

繡-

栭
雲-
楣�

合
符
の
み

34�
8･b9�

坻

鱗
眴�

坻-

ノ
も
と
井
鱗-
眴
ト
し
な
じ
な
ニ
シ
テ

�
6･14b�

�

坻-

鱗-

眴
タ
リ�

文
選
読
み
な
し

�
11･43a�

�

坻-

ノ
も
と
井
鱗-

眴�

坻

の
み
文
選
読
み

35�
9･a8�

洪
鐘
萬
鈞�

洪-

鐘
萬-

鈞
ニ
シ
テ

�
7･23b�

�

洪-

鐘
萬-

鈞
ニ
シ
テ�

同
文
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36�
9･a9�

猛

�

猛-
-

タ
リ

�
7･23b�

�

猛-
-

タ
リ�

同
文

37�
9･b4�

乃
奮
翅
而
騰
驤�

す
な
は
ち
翅
ヲ
奮
テ
こ
ヱ
は
ス

�
7･22a�

�

す
な
は
ち
翅
ヲ
奮
テ
騰-

驤
ス�

訓
読
み
→
音
合
符

38�
9･b5�

西
有
玉
臺�

西
ニ
ハ
玉-

臺
有
リ
テ

�
28･22b�

�

西
ニ
玉-

臺
有
〔
リ
〕�

ハ
な
し

�
31･24a�

�

西
ニ
玉-

臺
有
〔
リ
〕�

ハ
な
し

39�
9･b6�

聨
以
昆
德�

聨
ヌ
ル
ニ
昆-

德
ヲ
以
せ
リ

�
28･22b�

�

連
ニ
昆-

德
ヲ
以
〔
テ
す
〕�

聯
作
連
。
以
、
送
仮
名
な
し

40�
9･b6�

嵯
峨

�
嵯-

峨

-

ト
た
か
ク
さ
か
し
ウ
シ
テ

�
11･45a�

�
嵯-
峨

-

ト
シ
テ�

文
選
読
み
な
し

41�
9･b7�

罔
識
所
則�

則
ル
所
ヲ
識
ル
コ
ト
罔
シ

�
11･45a�

�

則
ル
所
ヲ
識
ル
コ
ト
罔
シ�

同
文

42�
9･b8�

若
夫
長
年
神
仙�

若
シ
夫
レ
長-
年
神-

仙
�
26･4a�

�

若
〔
シ
〕
夫
〔
レ
〕
長-
年
神-

仙�

若
・
夫
、
末
仮
名
な
し

43�
9･b9�

宣
室
玉
堂�

宣-

室
玉-

堂

�
26･4a�

�

宣-

室
玉-

堂�

同
文
、
合
符
の
み

44�
10･a1�

（
譬
）
衆
星
之
環
極�

衆-

星
ノ
極
ニ
環
リ

�
26･4a�

�

衆-

星
ノ
極
ニ
環
〔
リ
〕�
環
、
送
仮
名
な
し
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45�
10･a1�

叛
赫
戲
以
煇
煌�

叛-

赫
ト
て
リ
戲
以
テ
煇-

煌
ト
て
レ
ル
ニ
譬
フ

�
26･4a�

�

叛-

赫
羲
ト
シ
テ
以
テ
煇-

煌
タ
ル
ニ
譬〔
フ
〕戲
作
羲
。
文
選
読
み
な
し
。
譬
、
送
仮
名
な
し

46�
10･a5�

大
厦
耽
耽�

大-

厦
耽-

耽
（
タ
ン
タ
ン
）
ト
ふ
か
シ

�
11･43a�

�

大-

厦
耽-

耽�

合
符
の
み

47�
10･a9�

九
戸
開
闢�

九-

戸
開-

闢
ト
ひ
ら
ケ
リ

�
11･54a�

�

九-

戸
開-

闢�

合
符
の
み

48�
10･b1�

嘉
木
樹
庭�

よ
キ
き
庭
ニ
う
ヱ

�
11･56b�

�

嘉_

木
庭
ニ
樹
〔
ヘ
〕�

嘉
木
、
訓
合
の
み

�
22･6b�

�

よ
き_

木
庭
ニ
樹
〔
フ
〕�

嘉
、
訓
あ
り

49�
10･b1�

芳
草
如
積�

芳
シ
キ
草
積
レ
ル
ガ
如
シ

�
11･56b�

�
芳-

草
積
ガ
如
シ�

芳
草
、
訓
合
→
音
合

50�
12･a1�

流
懸
黎
之
夜
光�
懸-
黎
ノ
た
ま
ノ
夜-

光
ヲ
流
シ
テ

�
1･17a�

�

懸-
黎
之
夜-

光
ヲ
流
ス�

懸
黎
、
文
選
読
み
な
し

51�
12･a4�

金

玉
階�

こ
が
ね
す
り
ノ
み
ぎ
り
玉
ノ
は
し
あ
リ

�
34･33b�

�

金-

玉-

階�

合
符
の
み

52�
12･b2�

於
是
鉤
陳
之
外�

是
ニ
於
テ
鉤-

陳
ノ
外
ニ
ハ

�
7･3a�

�

鉤
陳
ノ
外�

外
、
送
仮
名
な
し

53�
12･b2�

閣
道
穹
隆�

閣-

道
穹-

隆
タ
リ

�
7･3a�

�

閣-

道
穹-

隆
す�

…
す
、
被
注
「
鉤
陳
」
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�
11･10b�

�

閣-

道
穹-

隆
タ
リ�

同
文
（
タ
リ
）、
被
注
「
穹
隆
」

54�
12･b6�

命
般
爾
之
巧
匠�

般-

爾
ノ
巧
匠
ニ
命
ジ

�
�

�

【
般-

爾
ガ
巧
匠
ニ
命
ジ
】

�
7･12b�

�

般-

爾
ノ
巧
匠
ニ
命
ジ�

同
文
（
ノ
）

55�
12･b8�

盡
變
態
乎
其
中�

あ
や
し
キ
た
く
み
ヲ
其
ノ
う
ち
ニ
盡
セ
リ

�
18･34a�

�

變-

態
ヲ
其
ノ
中
ニ
盡
ス�

變
態
・
中
、
訓
な
し

56�
13･a3�

恣
意
所
幸�

意
ノ
ね
が
フ
所
ヲ
恣
ニ
シ
テ

�
31･44b�

�

意
〔
ヲ
〕
恣
〔
ニ
シ
？
〕
幸
〔
ス
ル
？
〕
所�

恣
レ
意
所
レ
幸
、
返
り
点
疑
問
あ
り

57�
13･a4�

下
輦
成
燕�

輦
ヨ
リ
を
リ
テ
燕
ヲ
成
ス

�
31･44b�

�
輦
ヨ
リ
下
〔
リ
〕
宴
ヲ
成
〔
ス
〕�

燕
作
宴

58�
13･a4�

窮
年
忘
歸�
年
ヲ
窮
メ
テ
歸
ン
コ
ト
ヲ
忘
ル

�
12･34a�

�

年
ヲ
窮
メ
テ
歸
コ
ト
ヲ
忘
ル�

歸
、
コ
ト
の
み
送
る

�
29･47b�

�

年
ヲ
窮
〔
メ
テ
〕
歸
コ
ト
ヲ
忘
ル�

歸
、
コ
ト
の
み
送
る
。
窮
、
送
仮
名
な
し

59�
13･a4�

猶
弗
能
徧�

猶
ヲ
あ
ま
ね
ク
ス
ル
コ
ト
能
ワ
ズ

�
12･34a�

�

猶
徧
コ
ト
能
ず�

徧
、
コ
ト
の
み
送
る
。
不
能
、
送
仮
名
な
し

60�
13･a8�

雖
斯
宇
之
既
坦�

こ
ノ
宇
ノ
既
ニ
お
お
い
ナ
ル
ト
雖
ド
モ

�
11･1b�

�

斯
ノ
宇
ノ
既
ニ
お
お
い
ナ
ル
ト
雖
〔
ド
モ
〕�

雖
、
送
仮
名
な
し

61�
13･b1�

思
比
象
於
紫
微�

象
ヲ
紫
微
ニ
比
ベ
ン
コ
ト
ヲ
思
ヒ

�
11･25a�

�

象
ヲ
紫
微
ニ
比
ベ
ン
コ
ト
ヲ
思
ヒ�
同
文
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62�
14･a1�

通
天

以
竦
峙�

通-

天

ト
は
る
か
ニ
シ
テ
以
テ
竦-

峙
ト
あ
が
リ
た
テ
リ

�
7･6a�

�

通-

天

ト
シ
テ
以
テ
竦-

峙
タ
リ�

文
選
読
み
な
し
、
音
読
（
注
曰
通
天
臺
名
）

�
30･23a�

�

通-

天
眇
カ
ニ
シ
テ
以
テ
竦
リ_

峙
テ
リ�

作
眇
、
文
選
読
み
な
し
、
訓
読

63�
14･a2�

徑
百
常
而
莖
擢�

百-

常
ヲ
わ
た
リ
テ
た
だ
ニ
ぬ
き
で
タ
リ

�
30･23a�

�

百-

常
ヲ
勁
リ
テ
た
だ
ニ_

擢
で
タ
リ�

送
仮
名
あ
り
（
被
注
百
常
、
注
曰
臺
名
）

�
35･9a�

�

百-

常
ヲ
勁
リ
テ
莖
ニ_

擢
ク�

擢
、
ぬ
ク
（
善
曰
獨
出
貌
、
良
曰
抜
也
）

64�
14･a6�

翔
鶤
仰
而
弗
逮�

翔-

鶤
仰
ト
モ
逮
バ
ず

�
34･34a�

�

翔-

鶤
仰
テ
逮
バ
ず�

弗
作
不
。
仰
、
テ
を
送
る

65�
14･a7�

伏
櫺
檻
而
頫
聽�

櫺-

檻
ニ
よ
リ
テ
頫
シ
テ
聽
ク

�
11･53a�

�

櫺-

檻
ニ
よ
リ
テ
頫
シ
テ
聽
ク�

同
文

66�
14･b7�

圜
闕
竦
以
造
天�
圜-

闕
竦
ト
あ
が
リ
テ
以
テ
天
ニ
い
た
レ
リ

�
12･18b�

�
圜-
闕
竦
〔
テ
〕_

以
〔
テ
〕
天
ニ
造
〔
ル
〕�

圜
闕
、
文
選
読
み
な
し

�
�

�
�

竦
・
以
・
造
、
送
仮
名
な
し

�
24･5b�

�

圜-

闕
竦
ト
シ
テ
以
テ
天
〔
ニ
〕
造
レ
リ�

文
選
読
み
な
し

�
56･24b�

�

闕
竦
〔
テ
〕_

以
〔
テ
〕
天
〔
ニ
〕
造
〔
ル
〕�

送
仮
名
な
し

67�
14･b7�

若
雙
碣
之
相
望�

雙-

碣
ノ
相
ヒ
望
メ
ル
ガ
若
シ

�
56･24b�

�

雙-

碣
ノ
相
〔
ヒ
〕_

望
ガ
若
〔
シ
〕�

相
、
送
仮
名
な
し
。
若
、
末
仮
名
な
し

68�
14･b8�

鳳
鶱
翥
於
甍
標�

鳳
い
ら
か
ノ
す
ゑ
ニ
鶱-

翥
ト
は
ふ
リ
テ

�
�

�

【
鳳
い
ら
か
ノ
は
し
ニ
鶱-

翥
ト
は
ば
た
き
シ
テ
】�
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�
6･19b�

�

鳳
甍
ノ
標
ニ
鶱-

翥
シ�

甍
・
標
、
訓
な
し
、
鶱
翥
、
文
選
読
み
な
し

�
7･23b�

�

鳳
い
ら
か
ノ
は
し
ニ
鶱-

翥
ス�

甍
・
標
、
訓
読
み
。
鶱
翥
、
文
選
読
み
な
し

69�
15･a3�

咸
遡
風
而
欲
翔�

咸
ク
ニ
風
ヲ
遡
テ
翔
ン
ト
欲
ス

�
�

�

【
咸
ク
ニ
か
ぜ
ニ
む
か
フ
テ
翔
ン
ト
欲
ス
】

�
6･19b�

�

咸
ク
風
ヲ
遡
〔
テ
〕
翔
〔
ン
ト
〕
欲
〔
ス
〕�

遡
・
翔
・
欲
、
送
仮
名
な
し

70�
15･a4�

何
工
巧
之
瑰
瑋�

何
ゾ
工-

巧
ノ
瑰-

瑋
ト
あ
や
し
キ

�
11･48a�

�

何
ゾ
工-

巧
ノ
瑰-

瑋�

文
選
読
み
な
し

71�
15･a7�

交
綺
豁
以
疏
寮�

交-

綺
豁
ト
ほ
が
ら
か
ニ
シ
テ
以
テ
え
レ
ル
ま
ど
あ
リ�

�
6･20a�

�

文-

綺
豁
カ
ニ
シ
テ
以
テ
疏
レ
ル
寮
あ
リ�

作
文
（
拠
五
臣
本
）。
豁
、
送
り
の
み

�
11･48a�

�
文-

綺
豁
ト
【
ニ
シ
テ
】
以
テ
疏
ル_

寮
あ
リ�

豁
、
文
選
読
み
な
し
、
送
り
二
種

�
�

�
�

疏
寮
、
訓
な
し

�
35･10a�

�

交-
綺
豁
ト
シ
テ
以
テ
え
レ
ル
ま
ど
あ
リ�

豁
、
文
選
読
み
な
し

72�
15･a7�

干
雲
霧
而
上
逹�

雲-

霧
ヲ
干
シ
テ
上
ニ
逹
セ
リ

�
�

�

【
雲-

霧
ヲ
ふ
れ
テ
上
ニ
逹
セ
リ
】

�
11･57b�

�

雲-

霧
ヲ
干
シ
テ
上
ニ
逹
セ
リ�

同
文
（
干
シ
テ
）

73�
15･a8�

狀
亭
亭
以
岧
岧�

か
た
ち
亭-

亭
ト
た
か
ウ
シ
テ
岧-

岧
ト
は
る
か
ナ
リ

 
6･21b�

�

狀
チ
亭-

亭
ト
シ
テ
以
テ
苕-
苕
タ
リ�

岧
作
苕
、
文
選
読
み
な
し

�
54･25b�

�

狀
亭-

亭
ト
シ
テ
以
テ
岧-

岧
タ
リ�

狀
、
末
仮
名
な
し

74�
15･a9�

峙
遊
極
於
浮
柱�

遊-

極
ヲ
浮-

柱
ニ
を
イ
テ
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�
28･20a�

�

遊-

極
ヲ
浮-

柱
ニ
峙
〔
イ
テ
〕�

峙
、
送
仮
名
な
し

75�
15･b6�

瞰
宛
虹
之
長
鬐�

宛-

虹
ノ
長
キ
は
た
ヲ
み
テ

�
22･33b�

�

蜿-

虹
ノ
長
キ
は
た
ヲ
瞰
〔
テ
〕�

宛
作
蜿
、
瞰
字
に
訓
な
し

76�
16･a5�

將
乍
往
而
未
半�

將
ニ
し
ば
ら
ク
往
ン
ト
シ
テ
未
ダ
半
ば
な
ら
ザ
ル
ニ

�
6･19b�

�

將
ニ
乍
ラ
ク
往
ン
ト
而
未
ダ
半
バ
〔
な
ら
〕
ざ
ル
ニ�

而
、
シ
テ
・
テ
な
し

77�
16･a5�

怵
悼
慄
而
聳
兢�

怵
悼
（
タ
ウ
）
ト
お
そ
レ
慄
ト
お
の
の
キ
テ
聳-

兢
ト
を
そ
ろ
シ

�
�

�

【
怵
悼
（
タ
ウ
）
ト
お
そ
レ
慄
ト
お
の
の
キ
テ
聳-

兢
ト
そ
び
エ
テ
を
そ
ろ
シ
】

�
6･19b�

�

怵-

悼
シ
テ
慄
テ
聳-

兢
シ�

文
選
読
み
な
し

78�
16･a6�

非
都-

盧
之
輕
趫�

都-

盧
ノ
輕
ク
と
キ
ニ
非
バ

�
6･19b�

�

都-

盧
ノ
輕
ク
趫
ニ
非
バ�

趫
、
訓
な
し

79�
16･a9�

孰
能
超
而
究
升�
た
れ
カ
能
ク
こ
え
テ
究
メ
升
ラ
ン

�
6･19b�

�
孰
カ
能
ク
超
テ
究
メ
升
ラ
ン�

超
、
訓
な
し

80�
16･b3�

反
宇
業
業�

反
レ
ル
の
き
業-

業
ト
た
か
ク
シ
テ

�
11･43a�

�

反
レ
ル
の
き
業-
業
ト
シ
テ�

文
選
読
み
な
し

�
56･26b�

�

反-

宇
業-

業�

合
符
の
み

81�
16･b4�

飛
檐

�

飛-

檐

-

（
ケ
ツ
ケ
ツ
）
ト
た
か
シ

�
11･43a�

�

飛-

檐

-
�

合
符
の
み

82�
17･a5�

連
閣
雲
蔓�

連-

閣
雲
ノ
如
ク
ニ
の
ベ
リ

�
11･53a�

�

連-

閣
雲
ノ
如
ク
ニ
曼
〔
ベ
リ
〕�

�

曼
、
訓
送
仮
名
な
し
、
雲
、
ノ
如
ニ
あ
り
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83�
17･a7�

重
閨
幽
闥�

重-

閨
幽-

闥
あ
ツ
テ

�
24･39a�

�

重-

閨
幽-

闥�

合
符
の
み

84�
17･a8�

望

以
徑
廷�

望
メ
バ

-

ト
ふ
か
ウ
シ
テ
以
テ
徑-

廷
ト
を
こ
が
ま
シ

�
11･28b�

�

望
メ
バ

-

ト
シ
テ
以
テ
徑-

廷
タ
リ�

文
選
読
み
な
し

85�
17･b6�

横
西
洫
而
絶
金
墉�

西-

洫
ヲ
横
わ
リ
テ
金-

墉
ヲ
わ
た
レ
リ

�
10･27b�

�

西-

洫
ヲ
横
リ
テ
金-

墉
ヲ
わ
た
レ
リ�

横
、
送
り
の
違
い
あ
り

86�
18･a7�

滄
池

沆�

滄-

池

-

沆
（
カ
ウ
）
ト
ふ
か
ク
お
ほ
い
ナ
リ

�
4･6a�

�

滄-

池

-

沆�

合
符
の
み

�
�

�
�

「

沆
」
薛
綜
注
猶
洸
潒
亦
寛
大
也

87�
18･a8�

赫
昈
昈
以
弘
敞�
赫
ト
さ
か
り
ニ
昈
（
コ
）-

昈
ト
あ
き
ら
か
ニ
シ
テ
以
テ
弘-

敞（
シ
ャ
ウ
）
ト
ほ
が
ら
か
ナ
リ

�
18･26�

�
赫
タ
ル
昈-

昈
以
テ
弘-

敞
タ
リ�

文
選
読
み
な
し
、
赫
、
音
読
み

�
30･22a�

�

さ
か
り
ニ
昈-

昈
ト
シ
テ
以
テ
弘-

敞
ナ
リ�

文
選
読
み
な
し
、
赫
、
訓
読
み

88�
18b1�

夾
蓬
萊
而
駢
羅�

蓬-

萊
ヲ
は
さ
ミ
テ
な
ら
ビ
つ
ら
な
レ
リ

�
16･12a�

�

蓬-

萊
ヲ
夾
テ
な
〔
ら
〕
ビ_

羅
ナ
レ
リ�

駢
、
ナ
…
ヒ
。
而
、
不
読

�
�

�

被
注
「
駢
羅
ト
ナ
ラ
ビ
ツ
ラ
ナ
レ
リ
」

89�
18･b4�

長
風
激
於
別
隯�

長-

風
別-

隯
ニ
そ
そ
グ

�
5･38a�

�

長-

風
別-

島
ニ
激
〔
グ
〕�

隯
作
島
（
拠
五
臣
本
）、
被
注
「
長
風
」

90�
18･b5�

起
洪
濤
而
揚
波�

洪-

濤
ヲ
起
シ
テ
波
ヲ
揚
ゲ

�
12･1b�

�

洪-

濤
ヲ
起
シ
波
ヲ
揚
〔
グ
〕�
起
シ
テ
→
起
シ
、
揚
、
送
仮
名
な
し
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�
24･7a�

�

洪-

濤
ヲ
起
シ
テ
波
ヲ
揚
ゲ�

同
文

91�
18･b9�

濯
靈
芝
以
朱
柯�

靈-

芝
ノ
あ
か
シ
キ
え
だ
ヲ
す
す
グ

�
23･24a�

�

靈-

芝
ノ
朱
キ_

〔
え
〕
ダ
ヲ
濯
〔
グ
〕�

濯
無
訓

�
23･24a�

�

靈-

芝
ノ
朱
キ_

〔
え
〕
ダ
ヲ
濯
〔
グ
〕�

濯
無
訓

�
35･12a�

�

靈-

芝
ノ
朱-

柯
ヲ
濯
〔
グ
〕�

濯
無
訓
、
朱
柯
（
訓
合
→
音
合
）

92�
18･b9�

海
若
游
於
玄
渚�

海-

若
ノ
わ
だ
つ
み
玄-

渚
ニ
游
フ

�
10･47b�

�

海-

若
玄-

渚
ニ
游
フ�

文
選
読
み
な
し

�
26･31b�

�

海-

若
玄-

渚
ニ
游
〔
フ
〕�

文
選
読
み
な
し
。
游
、
送
仮
名
な
し

93�
19･a7�

屑
瓊
蘂
以
朝
飱�

瓊-

蘂
ヲ
く
だ
イ
テ
以
テ
朝
ニ
飱
フ

�
�

�

【
瓊-

蘂
ヲ
す
り
く
づ
ニ
シ
テ
以
テ
あ
さ
ご
と
ニ
飱
フ
】

�
16･22b�

�
瓊-

蘂
ヲ
く
だ
イ
テ
以
テ
朝
ニ
飱
フ�

同
文
（
屑
、
ク
ダ
イ
テ
）

94�
19･b2�

美
往
昔
之
松
喬�
往-
昔
ノ
松
喬
ヲ
よ
み
シ
テ

�
56･43a�

�

往-
昔
ノ
松
喬
ヲ
よ
み
シ
テ�

同
文

95�
19･b2�

要
羨
門
乎
天
路�

羨
門
ヲ
天-
路
ニ
も
と
ム

�
56･43a�

�

羨
門
ヲ
天-

路
ニ
も
と
ム�

同
文

96�
19･b7�

若
歴
世
而
長
存�

若
シ
世
ヲ
歴
テ
長
ク
存
セ
ラ
バ

�
28･13a�

�

若
シ
世
ヲ
歴
テ
長
〔
ク
〕
存
〔
セ
バ
〕�

長
・
存
、
送
仮
名
な
し

�
47･42b�

�

若
〔
シ
〕
世
ヲ
歴
テ
長
〔
ク
〕
存
〔
セ
バ
〕�

長
・
存
、
送
仮
名
な
し
。
若
、
末
仮
名
な
し

97�
19･b9�

則
旁
開
三
門�

か
た
が
た
三-

門
ヲ
開
テ
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�
7･21b�

�

か
た
が
た
三-

門
ヲ
開
テ�

同
文

98�
20･a6�

北
闕
甲
第�

北-

闕
甲-

第

�
4･34a�

�

北-

闕
甲-

第�

同
文
、
合
符
の
み

�
30･45b�

�

北-

闕
甲-

第�

同
文

99�
20･a6�

當
道
直
啓�

道
ニ
當
テ
た
だ
ち
ニ
啓
ケ
タ
リ

�
4･34a�

�

道
〔
ニ
〕
當
〔
テ
〕
直
ニ
啓
ク�

直
、
訓
な
し

�
�

�
�

被
注
「
衢
（
み
ち
）
ニ
當
リ
」

�
30･45b�

�

道
ニ
當
〔
テ
〕
直
ニ
【
椒-

蘭
〔
ヲ
〕】
啓
〔
ク
〕�

當
・
啓
、
送
仮
名
な
し

�
�

�
�

　
　
　

��

椒
蘭
、
被
注
「
甲
第
椒
與
蘭
」

100�
20･a7�

木
衣
綈
錦�
木
ニ
ハ
綈
（
テ
イ
）-

錦
ヲ
き
セ

�
6･15b�

�
木
ニ
綈-

錦
ヲ
衣
〔
セ
〕�

木
、
ハ
な
し
。
衣
、
送
仮
名
な
し

101�
20･a8�

武
庫
禁
兵�

武-
庫
ノ
禁-

兵
�
5･24b�

�

武-

庫
禁
兵�

ノ
な
し

�
6･20b�

�

武-

庫
ノ
禁-
兵�

同
文

102�
20･a8�

設
在
蘭
錡�

設
テ
蘭-

錡
ニ
在
リ

�
5･24b�

�

設
テ
蘭-

錡
ニ
在
リ�

同
文

�
6･20b�

�

設
テ
蘭-

錡
ニ
在
リ�

同
文

103�
20･b9�

俯
察
百
隧�

俯
テ
百-

隧
ヲ
察
ル

�
6･28a�

�

俯
テ
百-

隧
ヲ
察
ル�
同
文
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104�
21･a5�

鳥
集
鱗
萃�

鳥
ノ
如
ク
ニ
集
リ
鱗
ノ
如
ク
ニ
萃
マ
レ
リ

�
55･10a�

�

鳥_

集
リ
鱗_

萃
〔
ル
〕�

ノ
如
ク
ニ
な
し
。
萃
、
送
仮
名
な
し

105�
21･b3�

何
必
昏
於
作
勞�

何
ゾ_

必
シ
モ
作-

勞
ヲ
つ
と
メ
ン

�
7･25a�

�

何
〔
ゾ
〕_

必
シ
モ
作-

勞
ヲ
つ
と
メ
ン�

�

何
、
ゾ
な
し

106�
22･a1�

連
騎
相
過�

騎
ヲ
連
テ
相
ヒ
過
ル

�
4･36b�

�

騎
ヲ
連
テ
相
ヒ
過
ル�

同
文

107�
22･a5�

張
趙
之
倫�

張
趙
ガ
と
〔
も
が
〕
ら

�
21･36b�

�

張
趙
ガ
と
〔
も
が
〕
ら�

同
文
（
ト
倫
ラ
）

108�
22･a6�

輕
死
重
氣�

死
ヲ
輕
ジ
テ
氣
ヲ
重
ジ

�
34･38b�

�

死
ヲ
輕
〔
ジ
テ
〕
氣
ヲ
重
〔
ジ
〕�

輕
・
重
（
動
詞
扱
い
）、
送
仮
名
な
し

109�
22･a6�

結
黨
連
羣�
黨
ヲ
結
テ
羣
ヲ
連
タ
リ

�
34･38b�

�
黨
〔
ヲ
〕
結
〔
テ
〕
羣
ヲ
連
〔
タ
リ
〕�

結
・
連
、
送
仮
名
な
し

110�
23･a9�

所
惡
成
瘡
痏�

に
く
ミ
ン
ス
ル
所
ニ
ハ
瘡-

痏
（
キ
）
ヲ
成
ス

�
23･21a�

�

惡
ス
ル
所
ニ
ハ
瘡-

痏
ヲ
成
ス�

惡
、
訓
な
し
、
…
ス
ル

�
50･29a�

�

惡
ム
所
創-

痏
ト
成
ル�

惡
、
惡
ム

111�
23･a9�

鄕
邑
殷
賑�

鄕-

邑
殷-

賑
ト
さ
か
り
ナ
リ

�
46･17a�

�

鄕-

邑
殷-

賑�

合
符
の
み
、
文
選
読
み
な
し

112�
24･a8�

繚
垣
緜

�

め
ぐ
レ
ル
か
き
緜-

聯
ト
つ
ら
な
リ
テ

�
6･22b�

�

繚
レ
ル_

垣
緜-

連
タ
リ�

繚
、
訓
な
し
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�
�

�
�

聯
作
連
。
緜
連
、
文
選
読
み
な
し

113�
24･b4�

散
似
驚
波�

あ
ら
ク
ル
コ
ト
驚-

波
ニ
の
リ

�
10･48a�

�

散
ジ
テ
驚-

波
〔
ト
〕
爲
〔
ル
〕�

似
作
爲
。
驚
波
・
爲
、
送
仮
名
な
し

114�
25･a1�

林
麓
之
饒�

林-

麓
ノ
ゆ
た
か
ナ
ル
コ
ト

�
10･37a�

�

林-

麓
ノ_

饒�

文
選
読
み
な
し
、
ノ
下
訓
合
あ
り

�
20･16a�

�

林-

麓
ノ
饒�

文
選
読
み
な
し
、
ノ
下
訓
合
な
し

115�
25･a2�

于
何
不
有�

何
ニ
お
い
て
カ
有
ラ
不
ン

�
10･37a�

�

何
ニ
于
カ
有
ラ
不
ン�

于
、
訓
な
し

�
11･56a�

�

何
ニ
于
テ
カ
有
〔
ラ
〕
不
ン�

有
、
送
仮
名
な
し

�
20･16a�

�
何
ニ
于
テ
カ
有
〔
ラ
〕
不
〔
ン
〕�

有
・
不
、
送
仮
名
な
し

116�
25･a5�

嘉
卉
灌
叢�
よ
キ
く
さ
灌-

叢
ト
あ
つ
マ
レ
リ

�
29･43b�

�

よ
キ
く
さ
灌-

叢
ト
あ
つ
マ
ル�

和
訓
・
文
選
読
み
あ
り
、
ほ
ぼ
同
文

117�
25･b2�

苯

蓬
茸�

苯-
蓬-
茸
ト
さ
か
り
ニ
シ
テ

�
9･20b�

�

苯-

蓬-
茸�

文
選
読
み
な
し
、
合
符
の
み

118�
26･a6�

豫
章
珍
館�

豫-

章
ノ
珍-

館

�
10･47a�

�

豫-

章
ノ
珍-

館�

同
文

119�
26･a6�

掲
焉
中
峙�

掲-

焉
ト
シ
テ
な
か
ニ
そ
ば
だ
テ
リ

�
10･47a�

�

掲-

焉
ト
シ
テ
な
か
ニ
そ
ば
だ
テ
リ�

同
文

120�
26･a9�

日
月
於
是
乎
出
入�

�
ひ
つ
き
是
ニ
於
テ
出
テ
入
ル
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�
10･47a�

�

日-

月
是
ニ
於
〔
テ
〕
出
テ
入
ル�

日
月
、
音
合
符

121�
26･b8�

鵞
鴻
鶤�

鵞
鴻
鶤
あ
ツ
テ

�
4･7b�

�

鵞
鴻
鶤�

ア
ツ
テ
な
し
、
合
符
の
み

122�
26･b9�

南
翔
衡
陽�

南
ノ
方
衡-

陽
ニ
翔
リ

�
20･31b�

�

南
ノ
方
衡-

陽
ニ
翔
リ�

同
文

123�
26･b9�

北
棲
鴈
門�

北
ノ
方
鴈-

門
ニ
棲
ム

�
20･31b�

�

北
ノ
方
鴈-

門
ニ
棲
ム�

同
文

124�
28･b2�

戴
翠
帽
倚
金
較�

翠-

帽
ヲ
戴
テ
金
較
ニ
倚
ル

�
34･33a�

�

翠-

帽
ヲ
戴
〔
テ
〕
金
較
ニ
倚
〔
ル
〕�

戴
・
倚
、
送
仮
名
な
し

125�
29･a4�

華
蓋
承
辰�

華-

蓋
辰
ニ
承
ケ

�
7･22a�

�
華-

蓋
辰
ニ
承
ケ�

同
文

126�
29･a6�

天
畢
前
驅�
天-
畢
前-

驅
ス

�
31･49a�

�

天-
畢
前-
驅
ス�

同
文

127�
29･a7�

千
乘
雷
動�

千-

乘
雷
ノ
如
ク
ニ
動
キ

�
56･14b�

�

千-

乘
雷_

動�

雷
動
、
訓
合
。
合
符
の
み

128�
29･a7�

萬
騎
龍
趨�

萬-

騎
龍
ノ
如
ク
ニ
趨
ル

�
56･14b�

�

萬-

騎
龍_

趨�

龍
趨
、
訓
合
。
合
符
の
み

129�
29･b9�

於
是
蚩
尤
秉
鉞�

是
ニ
於
テ
蚩
尤
ま
さ
か
り
ヲ
秉
テ

�
7･3b�

�

蚩
尤
鉞
ヲ
秉
テ�

鉞
、
訓
な
し
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130�
29･b9�

奮
鬣
被
般�

た
て
か
み
ヲ
奮
ヒ
般
ヲ
被
レ
リ

�
�

�

【
た
て
か
み
ヲ
奮
ヒ
と
ら
の
か
わ
ヲ
被
レ
リ
】

�
7･3b�

�

鬣
ヲ
奮
ヒ
般
ヲ
被
レ
リ�

鬣
、
訓
な
し

131�
30･b6�

睢
盱
拔
扈�

睢-

盱
（
ク
）
ト
め
み
は
リ
拔-

扈
ト
ふ
れ
は
だ
か
ル

�
11･34b�

�

睢-

盱
拔-

扈�

合
符
の
み

�
44･9a�

�

睢-

盱
拔-

扈�

合
符
の
み

�
48･13b�

�

睢-

盱
拔-

扈�

合
符
の
み

�
55･15b�

�

睢-

盱
シ
拔-

扈
ス�

送
仮
名
あ
り
（
…
シ
、
…
ス
）

�
60･3a�

�

睢-

盱
拔-

扈�

合
符
の
み

132�
30･b7�

聲
震
海
浦�
か
ま
び
す
シ
キ
こ
え
海-

浦
ニ
震
フ

�
22･30a�

�
-

聲
海-

浦
ニ
震
フ�

聲
、
音
合
符

133�
31･a5�

百
禽

遽�

も
も
ノ
け
も
の
お
ヂ
す
み
や
か
ニ
シ
テ

�
22･25b�

�

も
も
ノ
〔�
け
〕
も
の
凌
〔
ヂ
〕_

遽
〔
ナ
リ
〕�

作
凌
、
送
仮
名
な
し
。
凌
遽
、
訓
合
の
み

�
�

�
�

被
注
「
凌
遽
」
音
合
符
あ
り

134�
31･a6�

喪
精
亡
魂�

精
ヲ
喪
ヒ
魂
ヲ
亡
ヒ
テ

�
18･54b�

�

精
ヲ
喪
〔
ヒ
〕
魂
ヲ
亡
〔
ヒ
テ
〕�

喪
・
亡
、
送
仮
名
な
し

�
21･32b�

�

精
ヲ
喪
〔
ヒ
〕
魂
ヲ
亡
〔
ヒ
テ
〕�

喪
・
亡
、
送
仮
名
な
し

135�
31･b1�

不
邀
自
遇�

さ
え
ぎ
ラ
ズ
シ
テ
を
の
ず
か
ら
遇
フ

�
53･23a�

�

徼
ズ
シ
テ
自
ラ_

遇
〔
フ
〕�
邀
作
徼
、
自
ラ
の
み
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�
�

�
�

被
注
「
も
と
め
ず
し
て
み
ず
か
ら
あ
へ
り
」

136�
31･b4�

當
足
見
蹍�

足
ニ
當
テ
ふ
マ
レ

�
34･31b�

�

足
ニ
當
〔
テ
〕
蹍
〔
マ
レ
〕�

見
蹍
、
送
仮
名
な
し

137�
31･b5�

値
輪
被
轢�

わ
ニ
あ
フ
テ
轢
セ
ラ
ル

�
34･31b�

�

輪
ニ
値
〔
フ
テ
〕
轢
セ
〔
ラ
ル
〕�

値
・
被
、
送
仮
名
な
し

138�
32･a1�

蔟
之
所
攙

�
-

蔟
ノ
ひ
し
ノ
さ
シ
く
す
ぬ
ク
所

�
10･49a�

�
-

蔟
之
攙
〔
シ
〕_

〔
ク
〕
所�

攙

、
訓
合
の
み
、
送
仮
名
な
し

139�
32･a5�

遊

髙
翬�

遊-

ノ
き
じ
髙
ク_

翬
テ

�
�

�

【
遊-

ノ
き
じ
髙
翬
ノ
き
じ
】

�
10･13a�

�

遊-

髙
ク_

翬
〔
ブ
〕�

遊

、
文
選
読
み
な
し

�
�

�
�

翬
、送
仮
名
な
し
、薛
綜
注
曰
翬
飛
也（
注
導
入
）

�
57･24b�

�
遊-
高_

翬�

遊

、
文
選
読
み
な
し

�
�

�
�

合
符
の
み
（
薛
綜
注
導
入
）

140�
32･b3�

鳥
不
暇
舉�

鳥
ハ
舉
ル
ニ
暇
あ
ラ
ズ

�
34･31b�

�

鳥
〔
ハ
〕
舉
〔
ル
ニ
〕
暇
〔
あ
ラ
ず
〕�

返
点
の
み
、
送
り
仮
名
な
し

141�
32･b3�

獸
不
得
發�

獸
ハ
は
し
ル
コ
ト
ヲ
得
ず

�
34･31b�

�

獸
〔
ハ
〕
發
〔
コ
ト
ヲ
〕
得
〔
ず
〕�

返
点
の
み
、
送
り
仮
名
な
し

142�
33･b3�

狒
猬�

狒
（
ヒ
ン
）-

猬
ヲ
と
リ

�
8･36b�

�

狒
（
ヒ
ン
）-

猬
ヲ
と
ル�

同
文
（
終
止
形
）
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143�
34･b1�

盤
于
遊
畋�

遊-

畋
ヲ
た
の
し
ン
デ

�
24･13a�

�

遊-

畋
ヲ
た
の
し
ン
デ�

同
文

144�
34･b5�

其
樂
只
且�

其
ノ
樂
ビ
か
く
ば
か
り
ナ
リ

�
24･13a�

�

其
ノ
樂
ビ
只_

且
ハ
カ
リ�

只
且
、
ハ
カ
リ

�
�

�
�

被
注
本
文
に
「
カ
ク
ハ
カ
リ
ナ
リ
」

145�
35･a5�

犒
勤
賞
功�

つ
と
メ
タ
ル
ヲ
ね
ぎ
ら
ヒ
功
あ
ル
ヲ
賞
ス

�
35･16a�

�

勤
ヲ
犒
（
ヒ
？
）
功
ヲ
賞
（―

）
ス�

和
訓
な
し
、
賞
に
音
符

146�
35･a6�

酒
車
酌
醴�

酒
ノ
車
醴
ヲ
酌
テ

�
35･16a�

�

酒-

車
醴
ヲ
酌
テ�

酒
車
、
訓
→
音
合

147�
35･a6�

方
駕
授
饔�
駕
ヲ
方
ベ
饔
ヲ
授
ク

�
25･26a�

�
駕
ヲ
方
ベ
饔
ヲ
授
ク�

同
文

�
28･14a�

�

駕
ヲ
方
〔
ベ
〕
綏
〔
ヲ
〕
授
〔
ク
〕�

授
、
綏
に
誤
る

�
�

�
�

方
・
授
・
綏
、
送
仮
名
な
し

�
28･32a�

�

駕
ヲ
方
〔
ベ
〕
綏
ヲ
授
〔
ク
〕�

授
、
綏
に
誤
る

�
�

�
�

方
・
授
、
送
仮
名
な
し

�
35･16a�

�

駕
ヲ
方
ベ
饔
ヲ
授
ク�

同
文

148�
35･a7�

升
觴
舉
燧�

觴
ヲ
あ
グ
ル
と
き
ハ
と
ぶ
ひ
ヲ
舉
グ

�
20･9b�

�

觴
〔
ヲ
〕
升
〔
グ
ル
ト
キ
ハ
〕
燧
ヲ
舉
〔
グ
〕　

燧
、
和
訓
な
し
、
薛
綜
注
曰
燧
火
也

�
35･16a�

�

觴
ヲ
升
グ
ル
ト
キ
ハ
燧
ヲ
舉
グ�
燧
、
和
訓
な
し
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149�
35･a7�

既
釂
鳴
鐘�

既
ニ
の
み
つ
く
シ
ツ
ル
と
き
ハ
鐘
ヲ
鳴
ラ
ス

�
35･16a�

�

既
ニ_

釂
ク
ル
と
き
ハ
鐘
ヲ
鳴
ラ
ス�

釂
、
訓
な
し

150�
35･b3�

皇
恩
溥
洪
德
施�

皇-

恩
あ
ま
ね
ウ
シ
テ

�
6･41b�

�

皇-

恩
溥
シ�

溥
、
訓
な
し

�
20･7a�

�

皇-

恩
溥
シ�

溥
、
訓
な
し

�
27･8b�

�

皇-

恩
溥�

合
符
の
み

151�
36･b5�

懷
湘
娥�

湘-

娥
ヲ
お
も
ワ
シ
ム

�
12･35b�

�

湘-

娥
ヲ
懷
〔
ハ
シ
ム
〕�

懷
、
送
仮
名
な
し

�
28･17b�

�

湘-

娥
〔
ヲ
〕
懷
〔
ハ
シ
ム
〕�

湘
娥
・
懷
、
送
仮
名
な
し

152�
37･a2�

驚

憚
蛟
蛇�

-

ヲ
驚
シ
蛟-

蛇
ヲ
を
ど
ろ
カ
ス

�
4･13b�

�
-

ヲ
驚
シ
蛟-

蛇
ヲ
を
ど
ろ
カ
ス�

同
文

153�
37･a4�

摭
紫
貝
搏
耆
龜�
紫-
貝
ヲ
ひ
ろ
ヒ
耆-

龜
ヲ
と
ル

�
7･39a�

�

紫-
貝
ヲ
摭
フ�

摭
、
訓
な
し

154�
38･b5�

跳
丸
劒
之
揮
霍�

丸-

劒
ノ
揮-
霍
ヲ
跳
シ
メ
テ

�
14･17a�

�

丸-

劒
ノ
揮-
霍
ヲ
跳
〔
シ
ム
〕�

跳
、
送
仮
名
な
し

�
17･6b�

�

丸-

劒
ノ
揮-

霍
ヲ
跳
〔
シ
ム
〕�

跳
、
送
仮
名
な
し

�
34･37a�

�

丸-

劒
ノ
揮-

霍
ヲ
跳
シ
ム�

同
文
（
跳
バ
シ
メ
テ
→
跳
シ
ム
）

155�
39･a9�

洪
涯
立
而
指
麾�

洪
涯
立
テ
さ
シ
ま
ね
ク

�
21･39a�

�

洪
涯
立
テ
指-

麾
〔
ス
〕�

指
麾
、
音
合
符
、
送
仮
名
な
し
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�
28･18a�

�

洪
涯
立_

而
指-

麾�

立
、
送
仮
名
な
し（
而
、
テ
な
し
）、
合
符
の
み

�
�

�
�

指
麾
、
音
合
符
、
送
仮
名
な
し

�
58･18�

�

洪
涯
立_

而
指-

麾
ス�

立
、
送
仮
名
な
し
（
而
、
テ
な
し
）

�
�

�
�

指
麾
、
音
合
符
、
送
仮
名
あ
り

156�
40･a4�

怪
獸
陸
梁�

あ
や
シ
キ
獸
ノ
陸-

梁
ト
を
ど
テ

�
44･20a�

�

怪-

獸
陸-

梁�

合
符
の
み

157�
40･a4�

大
雀
踆
踆�

大_

ナ
ル
雀
踆-

踆
ト
を
ど
リ
あ
リ
ク

�
11･21a�

�

大-

雀
踆-

踆�

合
符
の
み

158�
40･a5�

海
鱗
變
而
成
龍�

海-

鱗
變
ジ
テ
龍
ト
成
ル

�
11･21a�

�
海-

鱗
變
ジ
テ
龍
〔
ト
〕
成
ル�

龍
、
送
仮
名
な
し

159�
41･b1�

百
馬
同
轡�
も
も
ノ_

馬
（
ま
）
轡
（
み
）
ヲ
同
シ
テ

�
11･21a�

�

爵_
馬
轡
ヲ
同
〔
ス
〕�

百
作
爵
。
同
、
送
仮
名
な
し

160�
42･a4�

懐
璽
藏
紱�

璽
ヲ
懐
キ
紱
ヲ
藏
ス

�
16･9a�

�

璽
ヲ
懐
キ
紱
ヲ
藏
ス�

同
文

161�
42･b3�

促
中
堂
之
陿
坐�

中-

堂
ノ
陿
キ_
坐
ヲ
ち
か
づ
ケ
テ

�
�

�

【
中-

堂
ノ
せ
ま
シ
キ_
坐
ヲ
ち
か
づ
ケ
テ
】

�
20･34b�

�

中-

堂
ノ
密_

坐
ヲ
ち
か
づ
ク�

陋
作
密
。
密
坐
、
訓
合
符

162�
42･b4�

妙
材
騁
伎�

妙-

材
伎
ヲ
騁
ス

�
9･23a�

�

妙-

材
伎
ヲ
騁
ス�
同
文
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163�
42･b7�

紛
縱
體
而
迅
赴�

紛
ト
シ
テ
體
ヲ
縱
ニ
シ
テ
と
ク
を
も
む
ク
コ
ト

�
34･37a�

�

紛
ト
シ
テ
體
ヲ
縱
〔
ニ
シ
テ
〕
迅
ク
赴
ク�

縱
、
送
仮
名
な
し
。
迅
・
赴
、
訓
な
し

164�
43･a7�

麗
服
颺
菁�

麗-

服
菁
ヲ
あ
グ

�
18･34a�

�

麗-

服
菁
ヲ
あ
グ�

同
文

�
28･16a�

�

麗-

服
菁
ヲ
颺
〔
グ
〕�

颺
、
送
仮
名
な
し

165�
44･a4�

鑒
戒
唐
詩�

唐-

詩
ヲ
鑒
ミ
戒
ム

�
45･52･b��

唐-

詩
ヲ
鑒
ミ
戒
ム�

同
文

166�
45･a3�

百
物
殷
阜�

百-

物
さ
か
り
ニ
ゆ
た
か
ナ
リ

�
59･30b�

�

百-

物
殷
〔
ニ
〕_

阜
〔
ナ
リ
〕�

殷_

阜
、
訓
合
の
み
（
薛
綜
注
導
入
）

167�
45･a3�

巖
險
周
固�

巖-

險
周-

固
ニ
シ
テ

�
22･26b�

�
巖-

險
周-

固
ニ
シ
テ�

同
文

�
22･35a�

�
巖-
險
周-

固
ニ
シ
テ�

同
文

�
22･40b�

�

巖-
險
周-
固
ニ
シ
テ�

同
文

�
30･26b�

�

巖-

險
周-
固
ニ
シ
テ�

同
文

168�
45･a3�

襟
帶
易
守�

襟-

帶
守
レ
ル
コ
ト
易
シ

�
22･26b�

�

襟-

帶
守
レ
ル
コ
ト
易
シ�

同
文

�
22･35a�

�

襟-

帶
守
レ
ル
コ
ト
易
シ�

同
文

�
22･40b�

�

襟-

帶
守
レ
ル
コ
ト
易
シ�

同
文

�
30･26b�

�

襟-

帶
守
ル
コ
ト
易
シ�

同
文
（
守
レ
ル
→
守
ル
）
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三　

異
同
の
観
察

（
一
）�

西
京
賦
約
八
〇
〇
句
の
う
ち
の
一
六
八
句
が
二
三
〇
箇
所
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
同
文
、
す
な
わ
ち
同
じ
訓
点
で
あ
る
の
は
五
六
箇
所

で
、
全
体
の
二
四
％
、
逆
に
、
不
一
致
な
も
の
は
七
六
％
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
不
一
致
の
場
合
、
原
則
と
し
て
正
文
の
訓
点
が
注
文
に
お
い
て
は
省
略
さ
れ
る
表
記
を
と
る
。

（
三
）
同
一
句
の
引
用
の
訓
点
が
、
注
文
同
士
で
異
な
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
が
表
記
の
問
題
に
止
ま
ら
な
い
も
の
は
後
述
す
る
。

（
四
）�

正
文
で
訓
合
符
を
使
っ
て
読
ま
れ
る
も
の
が
、
注
文
で
は
音
合
符
で
読
ま
れ
る
も
の
が
あ
る
。32,33,37,48,49,51,55,91,120,132,146,155,

157,

な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
逆
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（
五
）�

本
文
で
文
選
読
み
が
な
さ
れ
、
李
善
注
に
お
い
て
も
文
選
読
み
さ
れ
る
の
は116

の
「
嘉
卉
灌
叢
（
よ
キ
く
さ
灌-

叢
ト
あ
つ
マ
ル
）」
が

唯
一
の
例
で
あ
る
。

（
六
）�

逆
に
、8,13,15,16,19,31,34,40,45,46,47,50,62,66,68,70,71,73,77,80,84,87,92,111,112,114,117,139

な
ど
は
、
李
善
注
で
は
圧
倒
的
に
本

文
の
文
選
読
み
を
採
用
し
て
い
な
い
。

（
七
）�14,16,19,32,33,43,46,47,51,80,81,83,86,98,111,121,127,128,128,131,139,150,155,156,157,166

な
ど
、
コ
メ
ン
ト
欄
に
「
合
符
の
み
」

「
訓
合
の
み
」
と
記
し
た
も
の
は
、
元
来
、
レ
点
や
一
二
点
を
必
要
と
し
な
い
文
構
造
で
あ
る
。
李
善
注
に
お
い
て
は
読
み
仮
名
や
送
り
仮

名
が
付
さ
れ
な
い
。

（
八
）�

動
詞
の
活
用
語
尾
を
省
略
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。1,2,3,25,27,28,29,30,44,45,58,59,66,69,82,89,90,92,96,99,104,108,109,113,115,1

24,133,134,136,137,138,139,140,141,147,151,154,155,159,164

な
ど
。

（
九
）�「
テ
」「
ヲ
」「
ド
モ
」
な
ど
の
助
詞
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。24,39,52,60,66,69,74,75,99,105,108,113,120,124,134,136,137,140,141,
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148,151,155,158

な
ど
。

（
十
）
使
役
の
「
シ
ム
」
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。23,151,154

な
ど
。

（
十
一
）「
モ
〔
シ
〕」「
ソ
〔
レ
〕」
な
ど
、
末
仮
名
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。42,67

（
活
用
語
尾
で
も
あ
る
）,73,96

な
ど
。

（
十
二
）
53
で
は
注
文
同
士
に
「
穹
隆
ス
」「
穹
隆
タ
リ
」
の
品
詞
の
違
い
が
あ
る
。

（
十
三
）
87
で
は
注
文
同
士
に
「
弘
敞
ナ
リ
」「
弘
敞
タ
リ
」
の
よ
う
に
「
ナ
リ
」「
タ
リ
」
の
違
い
が
あ
る
。

（
十
四
）110

で
は
注
文
同
士
に
「
惡
ス
ル
所
」「
惡
ム
所
」
の
よ
う
に
サ
変
動
詞
に
す
る
か
否
か
の
違
い
が
あ
る
。
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